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くすりのなまえ　
第１９回　 エース阻害薬
　“エース”を“阻害する”、と聞くと何となく作用の激しいくすりを想像してしまいますが、実態は降圧作用を持つくすりです。エース阻害薬の“エース”はアンジオテンシン変換酵素（略語でACE）を指します。
　体の中で、血圧を調節する方法は多様な方法がありますが、その中の一つにレニン・アンジオテンシン系があります。レニン・アンジオテンシン系は血圧を上げる物質であるアンジオテンシンⅡを作りだし、血圧を上昇させます。このアンジオテンシンⅡを作り出すのに深くかかわっているのがアンジオテンシン変換酵素（ACE）です。そのため、ACEを阻害すると、アンジオテンシンⅡが作られなくなり、血圧が低下します。
エース阻害薬の主作用は以上なのですが、このくすりには特徴的な副作用である「空咳」があります。アンジオテンシン変換酵素（ACE）は肺で働いてアンジオテンシンⅡを作ります。それとともに、ACEは肺において咳を誘発する物質を分解する働きも持っています。そのため、エース阻害薬で抑えてしまうと、咳を誘発する物質がたまってしまい空咳が引き起こされてしまいます。体内の調節はなかなか一筋縄でいかないようです。しかし、この空咳という副作用を逆手にとって、高齢者の誤嚥性肺炎を予防するために意図的に投与される例もあります。
また、エース阻害薬は、はっきりした作用はわかってはいないのですが、臓器保護作用を持っていることがわかっています。そのため、心臓、腎臓、脳の合併症や糖尿病を有している患者さんに推奨されています。

では、エース阻害薬について見ていきたいと思います。
レノペント：特になし

レニベース（レノペントの先発品）：レニン・アンジオテンシン系に作用することから、Renin（レニン）のRENI、Vasodilation（血管拡張）のV、阻害するACEを合わせて、RENIVACE（レニベース）。
タナトリル：田辺製薬のACE阻害薬という意味。TANA（田辺）（T）RIL（ACE阻害剤の接尾語、ACE阻害剤の一般名はカプトプリル、イミダプリル、エナラプリルなど語尾にリルをつけることが多い）

　
エース阻害薬は名前に似合わず、臓器を保護するなど、体に優しい作用を有しています。しかし、最近はエース阻害ではなく、レニン・アンジオテンシン系の、他の作用点に目をつけたくすりが多数開発され、使われています。

次回はそんなARBといわれる薬剤についてです。
薬剤師　樋口 昇大　
コーヒーブレイク











